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平成30年（2018）8月3日発表 
 

専務取締役 経営管理本部長 

              中井 孝 

－決算内容のご説明－ 



平成29年
（2017）

上期 下期

実績 実績 前年増減額 前年同期比 予算 予算 前年比

1 人 件 費 5,924 6,351 426 + 7.2 6,275 12,626 + 6.8

従 業 員 4,567 4,904 336 + 7.4 5,383 10,287 + 5.0

パ ー ト タ イ マ ー 786 943 157 + 20.0 935 1,878 + 15.7

賞 与 引 当 金 繰 入 額 569 502 △ 67 △ 11.8 -43 459 + 15.2

2 運 賃 及 び 荷 造 費 2,240 2,678 437 + 19.5 2,769 5,447 + 16.2

運 賃 荷 造 費 1,406 1,740 333 + 23.7 1,830 3,570 + 19.6

傭 車 料 834 937 103 + 12.4 939 1,876 + 10.3

3 減 価 償 却 費 1,304 1,550 246 + 18.9 2,144 3,695 + 34.4

4 福 利 厚 生 費 990 1,099 109 + 11.0 1,094 2,194 + 7.4

5 支 払 手 数 料 613 778 165 + 26.9 784 1,563 + 18.8

6 租 税 公 課 492 667 174 + 35.5 460 895 △ 4.4

7 消 耗 品 費 273 464 191 + 69.9 299 763 + 45.0

8 広 告 宣 伝 費 213 408 195 + 91.8 240 648 + 84.9

9 借 地 借 家 料 200 324 123 + 61.4 341 665 + 32.7

10 販 売 促 進 費 112 227 115 + 103.1 -8 219 + 6,103.5

11 そ の 他 1,061 1,202 141 + 13.4 1,246 2,681 + 23.0

計 13,425 15,753 2,327 + 17.3 15,647 31,400 + 15.8

内訳

平成30年
（2018）

上期 通期

販売費及び一般管理費 実績・予算表 
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１ 
販管費 157億53百万円 前年同期比＋17.3％／予算比△3億25百万円 

（単位：百万円、％） 



販売費及び一般管理費 予算・実績表 
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4月より、販管費抑制のための リセットプラン2を開始 
 

１.給与及び賞与 
  ・前年同期比 社員118名、パートタイマー124名増加 
   （2018年4月の新入社員118名） 
    

２．運賃及び荷造り費 
  傭車料の増加     約103百万円    
  ・傭車12台増便などの影響    
     ※配達便の効率化を推進中 
 
  運賃荷造費の増加  約333百万円       
  ・売上高増加による出荷量の増加の影響   約170百万円 
  ・路線便業者の運賃値上げの影響         約100百万円 
 
 
 
 
   

2 



中期経営計画 
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業績予想の上方修正を発表いたしました。 3 

予算 構成比 前期比 修正予算 構成比 前期比 予算 構成比 前期比 修正予算 構成比 前期比

（百万円） (％） （％） （百万円） (％） （％） （百万円） (％） （％） （百万円） (％） （％）

210,000 100.0 107.6 213,000 100.0 109.2 226,000 100.0 107.6 230,000 100.0 108.0

ファクトリールート 167,400 79.7 106.3 169,000 79.3 107.4 177,000 78.3 105.7 179,000 77.8 105.9

29,000 13.8 119.0 30,300 14.2 124.3 35,000 15.5 120.7 37,000 16.1 122.1

12,600 6.0 101.6 12,600 5.9 101.6 12,800 5.7 101.6 12,800 5.6 101.6

1,000 0.6 109.3 1,100 0.7 120.2 1,200 0.7 120.0 1,200 0.7 109.1

44,300 21.1 107.0 45,000 21.1 108.7 47,700 21.1 107.7 48,500 21.1 107.8

34,600 20.7 105.3 35,000 20.7 106.5 36,410 20.6 105.2 36,710 20.5 104.9

7,300 25.2 118.2 7,600 25.1 123.1 8,800 25.1 120.5 9,300 25.1 122.4

2,200 17.5 101.1 2,200 17.5 101.1 2,250 17.6 102.3 2,250 17.6 102.3

200 20.0 113.0 200 18.2 113.0 240 20.0 120.0 240 20.0 120.0

31,000 14.8 114.3 31,400 14.7 115.8 33,500 14.8 108.1 34,000 14.8 108.3

13,300 6.3 93.2 13,600 6.4 95.3 14,200 6.3 106.8 14,500 6.3 106.6

13,550 6.5 92.9 13,850 6.5 95.0 14,450 6.4 106.6 14,750 6.4 106.5

9,050 4.3 89.0 9,300 4.4 91.4 9,800 4.3 108.3 10,000 4.3 107.5

137円23銭 - - 141円3銭 - - 148円61銭 - - 151円64銭 - -

34円50銭 - - 35円50銭 - - 37円50銭 - - 38円 - -

3,700 - 133.4 3,700 - 133.4 4,600 - 124.3 4,600 - 124.3

内システム投資 1,010 - 135.8 1,010 - 135.8 1,450 - 143.6 1,450 - 143.6

36,000 - 113.1 36,400 - 114.3 39,000 - 108.3 39,000 - 107.1

社員数 1,630 - 107.7 1,630 - 107.7 1,730 - 106.1 1,730 - 106.1

パートタイマー人数 1,180 - 112.5 1,180 - 112.5 1,280 - 108.5 1,280 - 108.5

減価償却費

商品在庫金額

営業利益

経　常　利　益

当　期　純　利　益

1株当たり当期純利益

1株当たり配当金

売上総利益

ファクトリールート

eビジネスルート

ホームセンタールート

販売費及び一般管理費

第56期－2018年12月期－ 第57期－2019年12月期－

その他(海外）

売　　上　　高

eビジネスルート

ホームセンタールート

その他(海外）

10173

【7月度売上高速報値】 
※速報値の為、確定値とは多尐の誤差がございます。 
正式な実績は8月中旬にHPで公開いたします 

 修正後予算 実績（速報値） 修正後予算比増加額 

7月度全社売上高実績 180億円 187億 24百万円 +7億 24百万円 

 



主要な大型センターには出荷機能強化を図るマテハンを導入し、365日出荷体制の準備を進めています。 

総投資
予定額

前期までの
支払済費用

第2四半期
累計実績

第3四半期以降
の主な予定

プラネット埼玉　建物・設計 13,473 10,419 3,034 20

プラネット南関東　建替 8,780 280 870 1,803

プラネット東北　増築 3,950 0 - 826

プラネット北関東　増築 1,178 56 6 322

プラネット埼玉　マテハン 3,240 0 1,687 854

プラネット東海　マテハン 1,277 0 192 1,085

プラネット北関東　マテハン 779 97 382 -

受発注サイトリプレイス 2,714 0 298 710

ＥＣサイトリプレイス 885 0 835 50

人工知能（ＡＩ）導入関連 458 0 158 -

その他情報システム関連 - - 433 826

西日本物流センター（大和郡山）　土地 2,997 144 - 190

プラネット愛知（北名古屋市）　　　土地 1,832 0 - 205

プラネット北海道　土地 1,110 0 - 1,110

高松支店　土地 258 0 - 258

- - 984 1,695

8,879 9,954合計

第56期 主な設備投資　内訳

建物

設備

土地

システム

その他

進行中の主な設備投資 
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平成30年（2018）設備投資の状況 

4 

設備投資年間予想額 約188億33百万円 

（単位：百万円） 
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設備投資を積極的に行い成長スピードを加速させることを目的として、前期の総額
100億円の銀行長期借入に続き、今期も銀行長期借入による150億円の資金調達を
行うことを決定しました。 
 

銀行借入による資金調達 

借入先
みずほ銀行　りそな銀行　三井住友銀行
三菱UFJ銀行　三井住友信託銀行

借入金額及び条件 総額100億円、固定金利
返済期日 平成35年８月10日一括返済
担保提供資産の有無 無担保、無保証

第55期　平成29年（2017）　8月10日借入

借入先
みずほ銀行　りそな銀行　三菱UFJ銀行
三井住友銀行

借入金額及び条件 総額150億円、固定金利
返済期日 平成38年７月10日一括返済
担保提供資産の有無 無担保、無保証

第56期　平成30年（2018）　７月10日借入

5 

参考－前期の借り入れ状況 



第2四半期のトピックス 
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ロボット数：24台 
コンテナ（ビン）数：32,000個 
ワークステーション：6か所 
格納ｱｲﾃﾑ数：最大73,000ｱｲﾃﾑ 

 縦横無尽に走行するロボットが格納
されている「ビン」と呼ばれるコンテナ
を吊り下げ作業者のいるワークステ
ーションへ搬送します。 

 「ビン」を隙間なく積み上げて収納す
る構造のため、スペースを有効活用
でき高密度収納を実現しています。 

6 

ワークステーション 搬送ロボット 



第2四半期のトピックス 7 
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オートストアの収納効率 
 

天井空間を最大限活用できるため、 
平置棚と比較して約３．５倍のコンテナを収納可能 
 

コンテナ（ビン）：12段 
総数：約32,000ビン 
耐荷重：30kg  

ビン仕様 

仕切りは6ﾊﾟﾀｰﾝで活用（仕切なし・2縦・2横・4・8・16）  



第2四半期のトピックス 
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敷 地 面 積：     4,894坪 
延 床 面 積：     3,397坪 
竣 工 予 定：   2019年3月 
投資予定総額： 20億5,000万円 
          （土地+建物） 

インドネシアでの在庫政策の中核となる新社屋の起工式を行いました。 

新社屋は、インドネシア最大級の集積都市とするため現在リッポーグループ

が開発を進める地域「メイカルタ」の中央に位置しています。倉庫には在庫を

10万アイテムまで拡充する予定です。 

    

起工式 社長中山挨拶の様子 新社屋イメージ 

8 



第2四半期のトピックス 
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敷地面積：14,297坪（47,262平方㍍） 
延床面積：12,904坪（42,657平方㍍） 
設計会社：株式会社日建設計 
設  備 ：免震装置、各種マテハン機器 
投資予定総額：約200億円（土地・建物・設備） 

 5月に竣工式を行い、現在は在庫商品の拡充やマ
テハン機器の導入を進めており、稼働は今年の10月
となる予定です。 
 10月の稼働時点の在庫アイテム数は約34万アイテ
ムを予定しており、2023年には50万アイテムを超える
在庫を保有予定です。 



第2四半期のトピックス 
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エントランス 

託児所 会議室 

地下免震装置 

食堂 



人工知能（ＡＩ）を活用した新システムの社内利用を開始しました。 
 
 ＜システムの特徴＞ 
 膨大な商品の中から通常の会話（自然言語）での商品検索ができるようになり、 
 商品名や品番が分からない場合でも「滑らない安全靴がほしい」などの曖昧な言葉で 
 商品の絞り込みが可能となります。 
 

まずは社内で活用し、ＡＩに学習させることで正答率を上げていきます。今後は音声認識
技術を使った検索ツールの制作も計画しており、将来的にはお客様にご使用いただける
よう、ブラッシュアップをしていきます。 
 
 

第2四半期のトピックス 
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平成30年（2018）8月3日発表 
 

常務取締役 営業本部長 

              藪野 忠久 

平成30年（2018）12月期 
第2四半期 決算説明会資料 

－営業本部の取組み説明－ 



トラスコのルート 
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１2 

販売ルート 
当社 

売上高※ 

eビジネスルート 
（電子購買 

仲介企業向け） 

74億円 

ファクトリールート 

1,690億円 

eビジネスルート 
（通販企業向け） 

229億円 

ホームセンター 
（零細・個人） 

126億円 

購入金額大の 
大手ﾕｰｻﾞｰへ販売 

 

購入金額小の 
小規模ﾕｰｻﾞｰへ販売 

工具商、溶材商、電材商、管材商、プロショップ、ホームセンター、建築金物商 
→ラインを止めない今日の今日に必要なビジネス。設備も多い。 

リアル 



トラスコのルート 
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販売ルート 売上高予算 

eビジネスルート 
（電子購買 

仲介企業向け） 

74億円 

ファクトリールート 

1,690億円 

eビジネスルート 
（通販企業向け） 

229億円 

ホームセンター 
（零細・個人） 

126億円 

購入金額大の 
大手ﾕｰｻﾞｰへ販売 

 

購入金額小の 
小規模ﾕｰｻﾞｰへ販売 

総合、MRO、金型、文具、家電量販、OA、ホームセンターなど 

主に小口ユーザー対象、明日には欲しいビジネス。単価は低い。 

  

ネット 

  



お客様（小売）の特徴 
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リアル 

①注文量は生産工場の稼働の多さに比例する。 
②専門性の高い商品に対応。隅々まで行き届くサービスを展開。 
③購買部門とのつながりも太く、トラスコ オレンジブックの活用度が高い。 

 

①小口ユーザーの口座数、注文回数の伸びで急成長している。 
②幅広い取扱商品群と高い検索性。 

ネット 

基幹事業であるファクトリー営業（リアル）と小口ユーザーを 
中心に急成長するe ビジネス営業（ネット）のそれぞれが強み 

を活かして成長しており、当社の売上高の両輪になっている。 



トラスコの事業 

©2018  TRUSCO  NAKAYAMA  CORPORATION  All   Rights  Reserved TRUSCO NAKAYAMA  Investor  Relations 

15 

豊富な経営資源 
商品アイテム、在庫量、物流網、トラスコ オレンジブック、情報システム 



トラスコの事業 
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16 

営業力で実績を上げる余地は大きい 
工具商などは、歴史のある本業そのものという背景があり卸商社の競合が多い。 
売上規模は大きいが、シェアはまだまだ低いと見ている。 
特に後発ゆえ特約店も尐なく、切削工具、空圧機器などメカトロに関わる商品群 

は開拓の余地が大きい。 

切削工具 

変速器 

リアル 



トラスコの事業 
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トラスコ以上のシステムを有する卸商社が見当たらない。 

当社の品番登録を増やしシステムを接続。当社シェアは高い。 

ネット 

システム 

商品 
（データベース・在庫など） 



営業本部の取り組み（１） 
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メーカー、販売店との関係強化 

①ファクトリー営業部長を3名から5名に。支店長、セールスの訪問機会を増やし 

 お客様の意思決定に影響を及ぼす。 

リアル 

②メジャーメーカーとの取り組み 
 （例）商品知識をあげて販売を強化（空気圧組立技能士1級など） 
 
③集中購買接続工場において、役員クラスとの面会を増やす。 



営業本部の取り組み（２） 
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ネット企業との取り組みも基本は信頼構築である。 ネット 

①ユーザー直送への対応 
②リアルタイム在庫連携 

③約１７３万アイテムに及ぶ商品データベース 
  の提供が可能。 

（２）経営資源を生かした取り組み例 

I-Pack（アイパック）〈自動梱包システム〉 

（１）ネット企業も意思決定は人がする 

会社理解、商品提案など営業努力は重要。 



営業本部の取り組み（３） 
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進行中の取組み リアル ネット 

20 

①通販企業だけではなく、ファクトリールート得意先の配達人員不足をみても、 
  直送の要望は今後も高まると考えられる。 
②ホームセンターでも、店舗に陳列しきれない商品をタブレット等で注文できるようにし、 
  直送することでお客様は買いたい商品が手に入り、お店側は受注機会の増加につながる。 
③ユーザー直送サービスは有料サービスとして、主要センターには2～3年内に完備したい。 

 

（１）ユーザー直送システム体制構築計画  

受注獲得の要は見積のスピードと仮定。瞬時の見積回答により、受注率の向上を図る。（発注ボタン付） 

（参考）平均見積受注率 約30％   1日当たり見積行数 35,000行／日 

（２）人工知能（AI）による自動見積りシステム構築計画  

①ユーザー様の工場に常備品在庫置き場を設置。使用した分だけ売上を計上するという、 
  置き薬のようなシステム。究極のクイックデリバリー。 
②ユーザー様は在庫管理の手間がなくなり、ディーラー様の配達頻度を削減できる。 

（３）「 MROストッカー」ビジネス構想（ユーザー様の常備品管理代行ビジネス） 

見積商品の出荷準備が整った旨を伝え、ワンクリックボタンで対象商品を購入できる体制。 

（４） 「出荷準備完了メール」システム構築計画  



営業本部の取り組み（４） 
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心の継承 

営業における心づかい、気配り、ちょっとした工夫を文字にして残す。 

（例） 

・クレームは当事者の痛みを感じること 

 から始まる。 

 

・転勤になったら、まずその土地の歴史、 

 文化を学ぶ。 

 

・13時のアポイントは、お昼休みを考慮 

 してちょうどに入る。 

 

リアル ネット 

ビジネスの基本は信頼構築である。 
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